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当院 NICU における極低出生体重児の短期予後の検討

―全国共通データベースとの比較―
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　要旨：過去６年間（２００３～２００８年）の当院における極低出生体重児（VLBWI） ２７３例の短期予後につ

いて検討した．当院の死亡率は１５.０％で，全国平均（１０.０％）より悪い成績であったものの，前期（２００３

～２００５年）が２３.３％，後期（２００６～２００８年）が５.５％と著明に改善していた．合併症に関しては，当院では

呼吸窮迫症候群の発症が全国より有意に多く，動脈管開存症と敗血症，消化管穿孔の発症は有意差がない

ものの全国平均値より少なかった．治療内容に関しては，気管挿管と PDA 結紮術，晩期循環不全に対す

るステロイド療法の割合が全国より有意に高かった．当院における VLBWI の短期予後は，全国成績と比

較して未だ満足のいく結果とは言えなかった．今後も定期的なデータ解析を行い，全国に劣るデータの改

善を目指していく必要がある．さらに，VLBWI の詳細なフォローアップ体制を構築して，長期予後に関

する更なる検討を継続する予定である．
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